





















Adoption of the verbotonal method as a teaching method:




























日本で出版され，半世紀にわたる思索の跡や教育実践を知ることができるようになった  2） 。また
音声教育への関心は昨今年々高まっており，応用言語学における独立した領域として発音教育が
認知され，国際会議も度々開催されることに加え，専門のジャーナルも出版されるようになっ













































の施設にまで発展する  5） 。活動領域を拡張する彼に大学内での研究活動に専念するよう進言した










































































































































































































と評価を下している。ドナルド・キラリー（Kiraly ＆ Signer, 2017）は，SGAVの英語教師養成コー
スに参加した経験を元に，ステヴィックと同様の意見を吐露しており，教材の提示順番が厳密に
定められており，自由度がないこと，学習した内容から更に一歩踏み出す応用面に欠けること
がSGAVの欠点であると述べている。キラリーは，教師養成コースで1962年作成の  English by the 




























































































 2） クロード・ロベルジュ（Claude Roberge）の編集によりフランス語で  Rétrospection （回顧）がクロアチアで
出版されたのを契機に，同書はスペイン語，クロアチア語，英語，日本語に翻訳出版された。 
 3） 例えば2009年より北米にてPronunciation in Second Language Learning and Teaching会議が毎年開催されてお
り，専門誌としては  Journal of Second Language Pronunciation （John Benjamins）が2015年に発刊された。 
 4） Petar Guberina（1939）， Valeur logique et valeur stylistique des propositions complexes: Théorie générale et application 





















 Voix et Images de France の作成の際に教授法の屋台骨を支えたというのが正しい理解であると考えられる。
つまりSGAVによる言語教育観がCREDIFの指導法と完全に一致する訳ではない。 






 Voix et Images de France 以降，フランス語以外の多くの言語に関して完成されたが，実質的な作業はグベリ
ナの主導の下に，ザグレブのメンバーによってなされたものである。そのことによって当初，サン・クルー
全体構造視聴覚方式（La méthode audio-visuelle structuro-globale de Saint-Cloud）と呼ばれることもあった名
称から，パリの高等師範学校の所在地名，サン・クルーが外されてしまう。つまり，それ以降のSGAVの発
展はグベリナの下で行われたものである。 
 10） 障害児教育における手話導入に関しては，瓜生（2012）が詳しい。 
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